
第２１回世界ＬＰガスフォーラム開催 

韓国・ソウル 

 
平成２０年９月２２日（月）～２６日（金）、韓国ソウル COEX Convention & Exhibition Center（コーエ

ックス会議展示場）において第２１回世界ＬＰガス協会（ＷＬＰＧＡ）フォーラム及び第２回世界技術

会議（ＧＴＣ２）が開催され、当エルピーガス振興センターからは、ＷＬＰＧＡの理事である加藤理事

長以下が参加しました。 

 

Ⅰ．世界ＬＰガス協会の関連行事 

会場受付 

 

 

【ＧＡＩＮ、ＧＬＯＴＥＣほか】： ＷＬＰＧＡのメイン行事である総会、フォーラムの開催に先立ち、

22 日に同協会のネットワーク活動を行っている ＧＡＩＮ（Global Autogas Industry 

Network、オートガス関連）、ＧＬＯＴＥＣ（Global Technology Network、技術関連） 及び

新たな活動であるＣＣＷＧ（Climate Change Working Group、気候変動部会）の各会合

が順次開催され、日本からは日協の三木田技術委員長や荒畑輸入協議会代表幹事

が出席しました。 

 

【Ｉｎｄｕｓｔｒｙ Ｃｏｕｎｃｉｌ】： ２３日早朝からは、同協会の主要決議機関であるＩｎｄｕｓｒｙｙ Ｃｏｕ



-ｎｃｉｌ、産業諮問委員会）が開催されました。 同委員会では日本のＬＰガス業界の永

年の懸案でもあるＨＮＳ条約問題について、同委員会メンバーでもある荒畑代表幹事

が問題の経緯、概要の説明を行い、ＷＬＰＧＡとして取り組むことが決定されました。 

 

【理事会、総会】： ２３日 昼食の後、理事会に続いて総会が開催されました。 グリーンバー

グ会長からの任期満了による退任申し出を受け、第一副会長であるＩＯＣ（インド石油公

社）のベフリア総裁が新会長に選出されました。次期総会は来年１０月７日～９日にブラ

ジルのリオ・デ・ジャネイロで開催することが決定されました。 

 

【フォーラム】： ２４日～２５日 『ＬＰガス 低酸素社会のためのクリーンエネルギー』をテーマに 

アジア・大洋州、欧州、米州、中東、アフリカ諸国など約５０ヶ国、約５００名の参加者の

中で開催され、日本からは韓国に次ぐ６５名の参加がありました。 ＧＴＣ（世界技術会

議）のみの参加者並びにフォーラムに併設されたブース展示会の展示関係者・見学者

を含めると約８００名が参加しました。 

フォーラム会場 

 

・歓迎挨拶： 

ＷＬＰＧＡ会長、韓国ＬＰガス協会会長、韓国環境大臣 

・第１日目（２４日） 

（基調演説） 

韓国知識経済大臣、世界銀行上級気候変動専門官 

（セッション１） 世界及び地域におけるＬＰガスの展望 ４講演 

パービン＆ガーツ、カタール・タスウィーク社、サウジ・ペトロリアム社 

ゴールドマン・サックス社 

（セッション２） 気候変動との闘い ４講演 

  エナジェテックス社、韓国公共財政協会、欧州ＬＰガス協会、 



ブラジル・ウルトラガス社 

（ラウンドテーブル） 高価格環境における競合 

参加者：エルガス社（豪）、アメリガス社（米）、ＳＨＶガス社（蘭）、 

ガスコ・チリ社、昭和シェル（日） 

 

  ・第２日目（２５日） 

   （基調演説） 

       現代自動車社長、韓国環境政策研究所理事 

   （セッション３） アジアにおけるＬＰガスの新しい機会 ４講演 

      Ｃ１エナジー社（中）、リライアンス社（印）、トタルＤＭＥジャパン社、 

      ＳＫガス社（韓） 

      トタルＤＭＥジャパン社よりは遠藤副社長が講演。 

   （セッション４） 卓越したオペレーションに向けて ４講演  

      ＳＨＶガス社、ＨＰＣＬ社(印)、英国ガス協会、フェレルガス社（米） 

   （セッション５） 技術革新 ５講演 

     米国プロパン教育研究協議会、エルガス社、レプソール社（スペイン）、 

     ガスコ・チリ社、ストラテジック・エナジー社（ナイジェリア）と 

南アＬＰガス安全協会の共同講演。 

 

Ⅱ．世界ＬＰガス技術会議 

フォーラム終了翌２６日、２００６年１０月のＷＬＰＧＡシカゴ大会での第１回ＧＴＣ（Global 

Technology Conference、世界技術会議）での併催スタートから隔年で開催されことになった  

第２回ＧＴＣが行われました。 

 

技術論文発表の様子 

 
 



【論文発表】 同会議では世界中から提出されたＬＰガス関連の技術論文の内、資格審査を通

過した４８論文が、３セッションに分類され、各会場で同時並行の発表が行われました。 

３セッション・・・・Ａ：世界オートガスの発展  Ｂ：操業技術  Ｃ：革新応用 

日本からは、Ａで２論文、Ｂで２論文、Ｃで４論文の計８論文の発表がなされ、開催国で

ある韓国の１２論文に次ぐ本数でした。 

【日本よりの発表８論文】                     ・・・・邦題訳は日団協報告による 

①次世代ＬＰＧ車へのＬＰガス品質の影響 （日本ＬＰガス協会） 

②ＬＰガスの品質調査 （日本ＬＰガス協会） 

③非硫黄系着臭剤の開発 （高圧ガス保安協会） 

④ＬＰガスの直接合成 （日本ガス合成㈱） 

⑤家庭用ＬＰガス燃料電池の開発と導入 （新日本石油㈱） 

⑥ＧＨＰとマイクロコージェネ （ＧＨＰコンソーシアム） 

⑦ＬＰガスによる家畜糞尿処理システムの開発 （京葉ガス㈱） 

⑧家庭用ＤＭＥ/ＬＰＧ混合燃料の研究（エルピーガス振興センター） 

 

【展 示】 フォーラム会場に隣接した展示会場では、４８ブースで世界各国のＬＰガス関連機

器の展示がありました。 この他、現代自動車のＬＰＧ車の縦切り内部構造の展示や、

会場外ではトヨタ・プリウス、ボルボ等のＬＰＧ車の実車も配されて、参加者が乗り込んで

説明を受け、またＬＰＧ仕様のトラックも展示され、参加者の興味を惹いていました。 

 

    展示ブース 

       

 

 

 

 



       プリウスＬＰＧ仕様車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＰＧトラック                       現代のＬＰＧ車ボンベ    

 

 

  【日本に対する評価】 

参加者数及びＧＴＣにおける発表論文本数で、開催国韓国に次ぐ結果を残し、フォー

ラム運営にあたっても、講演に止まらず、ラウンドテーブルへの参加、セッションのチェ

アマンという重要な役割を担ったことにより、日本の協力に対してＷＬＰＧＡより非常に

高い評価と感謝が寄せられました。 

 

  ※ 後日、ＧＴＣでの主要或いは特徴的な論文の概要について、発表者等の了解等を得た上で

ご紹介する予定です。 

以 上 


